






<研究報告>

  大震災のあと 1年を経て神戸・阪神地域の生活は表面的には次第に復旧しつつある。大

震災直後の母子保健上の問題点を神戸市出生統計から探ったところ、震災後に全出生新生

児に占める低出生体重児特に Light for date 児の割合の増加があることが判明した。ま

た、地震直後より継続して行っている乳幼児の精神傷害については長期経過を観察中であ

り、その中間調査においても精神傷害がなお残っていることが判明した。一方、緊急時に

対応できる周産期情報システムのインターネット上での運用、あるいは NICU 災害対策マ

ニュアルの作成配布とその改定版の作成などの具体的成果も得た。


